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質的帰納的に分析を行った｡ その結果､ 10のテーマが明らかになった｡ 対象者は自己決定に基づいてセルフ
ケア行動を行うことで､ 楽しさ､ 安心感､ 充実感などが得られていることがわかった｡ また､ 人付き合いに



































































































































テーマ１ けんかなく仲良く付き合いたいので､ 自分のことだけを考えるのではなく相手のことも考えて接することで､ みんなが気分良くいることができる場をつくる
テーマ２ 精神的にも身体的にも頑張り過ぎない付き合いをしたいので､ 気の合う慣れた相手と付き合い､ 楽しさや心地よさを得る
テーマ３ あまり関わりがなくよく知らない人とも､ 仲良くしている人とも､ もっと親しくなりたいので､ 心を開いて自分から話しかける､ 何かをしてあげるなどして相手に近づく
テーマ４ 人といると楽しく､ 寂しさや不安を紛らわすことができたり､ 自分を実感できたりするので､ 一人でいるよりも人と一緒に過ごす
テーマ５ 自分にとって得になったり満たされるものがあるので､ 助けてくれる人や受け入れてくれる人を自分から積極的に選んで関わる
テーマ６ 周りの人が心配で放っておけないので､ 何かしてあげたいと思い､ 自分ができることを考えて相手を気遣う
テーマ７ 自分のことを気にかけてくれる人や関係が悪くなったら困る人には､ 嫌な印象を与えたくないので､節度ある行動をとる
テーマ８ 気分が落ち込んでいる時や人と接して気疲れした時は､ 人と一緒にいたくないので､ 人から離れて過ごし､ また人と付き合うための力を充電する
テーマ９ 一人でやりたいことがあるので､ 積極的に一人の時間を作って､ その時間を大切に使う














































































































































































































です｡ 楽しいですよ､ 酔うと｡ みんなでは飲
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